
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 昼活動 主 な 予 定 

1 水 昼休み 
特別日課５時間 

なかよしぶっく(3-3,3-4) 個人面談② 

2 木 清掃 特別日課５時間 個人面談③ 

3 金 昼休み 特別日課５時間 個人面談④  

4 土   

5 日   

6 月 清掃 特別日課５時間 個人面談⑤ 

7 火 昼休み 特別日課５時間 個人面談⑥ 

８ 水 清掃 特別日課５時間 個人面談⑦ 

９ 木 (清掃) 木曜日課４時間(1～2年) 

10 金 (昼休み) 通常日課４時間(1～2年) 特別日課５時間(3～6年) 

11 土   

12 日   

13 月 (清掃) 通常日課４時間(1～2年) 特別日課５時間(3～6年) 

14 火 (昼休み) 
通常日課４時間(1～2年) 特別日課５時間(3～6年) 

給食終了(1～5年) 

15 水  
水曜日課３時間(1～5年) 水曜日課４時間(6年) 

給食終了(6年) 

16 木  木曜日課３時間 

17 金  通常日課２時間 第１学期始業式 

18 土   

19 日   

20 月   

21 火   

22 水  林間学校（５年） 

23 木  林間学校（５年） 

24 金   

25 土   

26 日   

27 月   

28 火   

29 水   

30 木   

31 金   

〈教育目標〉 豊かな心をもち、たくましく生きる児童の育成 
 
 
                      在籍児童数６９０名 

HP【https://yashio.schoolweb.ne.jp/1110050】  

№４   令和８年７月１日    校長 五味 理絵子 

潮止の子 
●今月の生活目標 

後始末をしっかりします 

●今月の保健目標 

夏を健康に過ごそう 

≪ 水泳学習 ≫ 

≪ お知らせ ≫ 
  
 

≪ 町探検 ≫ 

今月から水泳学習が始まりました。応援隊

としてご協力いただいている保護者の皆様の

おかげで、子どもたちは安全に学習を進める

ことができています。 

4 日(木)に、2・5 年生が町探検に出かけ
ました。5 年生は、2 年生を優しくリード
しながら活動し、頼もしい姿を見せてくれ
ました。上級生としてのリーダーシップが
大いに発揮され、どちらにとっても充実
した学習となりました。 

○● 潮止小ホームページ ●○ 
【URL】 

https://yashio.schoolweb.ne.jp/1110050 

【QR コード】 
 

〈９月の主な行事予定〉 

日 曜 主 な 予 定 

1 火 通常日課２時間 第２学期始業式 

2 水 水曜日課４時間 給食開始 

3 木 木曜日課４時間 身体計測(1～3 年,かし) 

4 金 通常日課４時間 身体計測(4～6 年) 

10 木 避難訓練(竜巻) 

17 木 5 年夢の教室(～18 日) 

24 木 6 年修学旅行(～25 日) 

 

≪ 租税教室 ≫ 

19 日(金)に、6 年生が租税教室に参加
しました。講義や DVD の視聴を通して、
税金の役割や大切さについて学ぶことが
できました。私たちの暮らしを支える税金
について理解を深める貴重な機会となった
ようです。 

8/10（月）～8/17（月）は学校閉庁日です。

命に関わることなど緊急の場合、まずは警察や

救急にご連絡ください。学校への連絡は18 日

（火）以降にお願いします。 

当日中に連絡しなければならない場合は、以下

の電話番号に連絡をしてください。 

・小中一貫教育指導係（048-951-3139） 

・学務係（048-951-3138） 

 

大切なのは、心組み 
 

紫陽花から朝顔へ、そろそろ梅雨から夏へ季節が移り変わります。

梅雨の合間の晴れた日には、子供たちは校庭で元気いっぱいに遊んでいます。 

２年生が育てているミニトマトの苗がすくすくと成長し、「見て！

まだ緑色だけどミニトマトができている」「私は、こっちにもある」と

嬉しそうな声を聞くことが、私の毎朝の楽しみの一つになっています。 
 

皆さんは、「塔組は、木組み。木組みは、木のくせ組。木のくせ組は、人組。人組は、

人の心組み。」という言葉をご存じでしょうか。この言葉は、世界最古の木造建築である

法隆寺の修理に人生を捧げた宮大工、西岡常一さんの言葉です。西岡さんは生前、「塔は木で

組まれるが、木は一本一本、木目も節も反りも違い、異なるくせをもっている。まっすぐで

ないからこそ、それぞれに適した場所があり、そのくせを見極めて組む必要がある。 

木のくせを生かすという考え方は、人でも同じ。一人一人が

自分のよさを生かし、自分が活躍できる場所で力を発揮すれば

いい。そして、何よりも大切なのは職人たちが心を一つにする

こと。心が組まれることで、千年以上も建ち続ける塔が完成

する。」とおっしゃっていました。 

この言葉は、無理に形をそろえるのではなく、互いの違いを

認め合い、支え合って、心を一つにしていくことの大切さを

教えてくれます。 
 

子供たちはすっかり新クラスの生活にも慣れ、友達との関わりの中で、互いの違いに

目が向くようになってきました。クラスを見渡すと、クラスのために行動する人、ユーモアで

場を和ませる人、得意なことに夢中になる人、苦手なことにも粘り強く向き合う人、誰に

対しても思いやりをもって接する人など、様々な子供たちがいます。こうした違いは、

ときに意見のぶつかり合いやすれ違いを生むこともありますが、それは人と人が本気で

関わり合う中で、生まれるものだと思います。大切なのは、違いを否定するのではなく、

「そういう考えもある」「そんな感じ方もある」と受け止め合い、一人一人が輝ける役割を

クラスの中で見出していくことです。 

７月を迎え、それぞれの学級には、落ち着いた雰囲気が感じられるようになってきました。

これは、誰か一人の力によるものではなく、一人一人が自分の力を発揮し、お互いに

支え合ってきた成果です。異なるくせをもつ一本一本の木がガチッと組み合うことで、

何百年もぐらつくことのない塔になるように、子供たちが友達や教師との関わりの中で、

その心ががっちりと組まれたとき、どんな困難にも耐えられる絆で結ばれた学級になります。 

私たち教職員は、子供たち一人一人のよさに目を向け、その歩みを見守っていくとともに、

保護者の皆様と力を合わせながら、温かな「心組み」を大切にした学校づくりを進めて

まいりたいと考えています。 

学校での子どもたちの 
様子を随時配信しています。 
ご覧いただければ幸いです。 

https://yashio.schoolweb.ne.jp/1110050


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


